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・離陸より着地が難しい人生
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とらえるか」 長山忠雄 … 2
・横山宏理事長
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・事務局だより。編集後記 …… 4

がんサロン『ぶどうの会』

がん患者やご家族が自由に集まり、そして気兼ねなく語り

合える場として作られました。がんや不治の病を抱えて

いろいろな悩みや不安など、同じ病気をもつ仲間同士が

語り合い、学びあい、共感することで前向きに生き生きと

過ごすことを目標とした交流の場です。

★と き :第 2・ 第4水曜日 午後 1:30～ 2:30

★ところ :山梨ホスピス協会事務所
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2018年度 研修講座

1。 参カロ者の感想等

080歳を過ぎ、現実の問題です。ありがと

うございました。

○人生について考えるチャンスを恵んで下

さり、ありがとうございました。

○なかなか得がたいテーマの講演で、 この

ようなテーマでのお話 を聴 きたかった

ので、たいへん良かったです。死につい

て、 いろいろな本 を読 んで、 自分な り

に、納得 した死生観を持ちたいと思つて

います。

○自か ら望む死に方を、 これか ら考えてい

きたい と思 います。 きっかけになった

講座、長山先生、ありがとうございまし

た。

○誰もが、向き合 う「死Jについて、話 し

合う機会があまりないので、よい学びに

な りました。死に向かう人に、話題をふ

るのが難しいところ。

○私もがんを何回か手術 して、今回はダメ

かな と、そのつ ど思 いなが ら、生命 を

頂いてお ります。がんになって始めて死

を考え、死を考えるについて、今の生を

考えた時、死ぬまでは生きるわけですか

ら、生を今 この時を無駄にせず、充実し

た時間で生きていきたいと思います。今

日も良い時間を頂いて、ありがとうござ

いました、感謝申し上げます。

○興味深い内容でした。もっといろいろな

お話を聞いてみたいと思いました。また

機会があれば、受講 してみたいです。高

2019年 2月 9日 (土 )

於 :山梨県立中央病院多 目的ホール

(計 23)

23)(計

年を重ねて
死をどんな風にとらえるか

長 山 忠 雄 l・F葉県力Sんセンター名誉センター長)

齢 の家族が いますが、 自分が死ぬ こと

や、病気になることを、とても恐れてい

るので、今は元気ですが、何かあった時

に支えていけるか、ちょっと心配してい

ます。

○プリントを読むだけで、少しがつか りし

た。もう少 し『ナマ』の話を聞きたかつ

た。家に帰って、ゆっくり繰 り返しプリ

ントを読むつもりです。

2。 参カロ者アンケー トから

(1)今日の研修講座のテーマについて

A 非常によかった 5

B 良かった 14

C 普 通 4

D あまり良くなかった 0

E 良くなかった 0

(2)死生学・死生観について

A 良く理解できた 6

B どち らか というと理解できた 9

C 普通 6

D
どち らか というと理解できな

かった
，

“

E 理解できなかった 0
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3◆ 〈研修講座配布資料の概要〉
1)死をどんな風にとらえるか

*サマセット・モーム

*死生学

*人間の死の捉え方・認識の仕方

①身体的・生物学的な死

②精神心理的な死

③社会的な死

*死の人称 (死者に対する対応の仕方)

①一人称の死 :自分の死

②二人称の死 :あなたの死

③二人称の死 :他人の死

一人称の死 :個人の死生観が問題となる

2)日 本人の死生観

死を通じた生の見方を言う。宗教によっ

ては生死観 (シ ョウジカン)とも云う。

具体的な型 :

①人は死んだらどうなるかどこに行くか

②死後が死者をどうとらえるか

③生についての人々の考え方や理解の仕

方など

④生きるとは何か、死とは何か

*力日藤口出堂 「死生観 :1904」

*山本俊一 「死生学 :1988」

*ボルテール :フ ランスの思想家

*上智大学のデーケン先生「死の準備教育」

*日 本固有の死生観

i)魏志倭人伝

五)古事記

①祖霊 (良 い霊)

②怨霊 (悪い霊)

*個人が神として祀られる条件の「田国男)

*中国由来の死生観 :道教/儒教

*武士道 :「葉隠」

*切腹

*殉死 :乃木希典1912

*諌死 (かんし)

*憤死

*仏教 :浄土宗/禅宗

3)ひ とりひとりの死生観

死が、発達 。進化 した人工的な医療技術

環境の中で管理されるような状況になって

いる現在、 自分の死生観 を考えることは、

生きて行 く上で、重要度が増 していると考

えます。

個人の死生観は、 自由に形成されるもの

でありますが、それ らは社会的・倫理的な

制約の下にあります。社会的・倫理的な検

討が必要です。

○横 山宏先生の死生観 :御 著書『生命 を

みつめて～感謝 でつづ るわが人生～』

2010年より、

◆近 頃思 う こと(私 の死 生観 )同 書p.395-

399

(一部抜粋)一一

自らが望む死に方を実現するには、 どう

生きれば良いので しょう。生命は大切で、

決 して粗末にしてはな りません。健康維持

には最善の努力を尽 くしなが ら、やがて必

ず迫 りくる死を静かに受け容れるのが良い

かと思っています。そしてその時まで残さ

れた一 日一 日を大切に過 ごしなが ら悔いが

残 らないよう、大切に精一杯、生き抜きた

いと思います。

不治の病に罹 り、 自立生活が不能とな り

ましたら、苦痛だけは緩和してもらい、積

極的な治療は御免蒙 りたいと思います。食

事が口か ら摂取できなくなった時には経管

栄養や中心静脈栄養などは望みたくない心

境です。突然死も良いのですが、身辺の整

理などもあり、少々の余裕も持ちたいと思

いますので 「がん」による死がよろしいの

ではないでしょうか。疼痛があれば緩和 し

て貰い、意識があるうちに、ほぼ仕事に目

処をつけて諸処に感謝 しなが ら旅立ちたい

ものです。一― (以下略)
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さんじよう  ひかりしよう

横山 宏 理事長 『山上の光賞』受賞

この度、当協会理事長の横山宏先生が 「山上の光賞」を受賞されましたので、皆様にご

報告し、一緒にお喜びしたいと思います。

「山上の光賞」は『日本の広範な健康・医療 。医学分野において素晴らしい活躍をし、よ

りよい社会を築 くことに貢献している 80歳以上の方々を顕彰するプログラム (山上の光

賞HPよ り )』 です。

私がこの賞があることを知ったのは平成 31年 に入ってからですが、ある学会のメーリ

ングリス トで、推薦を呼びかけておりました。この情報に触れた刹那、横山先生こそこの

賞にふさわしいと「ピーン」と感じました。

この賞に先生を推薦したい旨を伝えたところ、おずおず とですがご承諾下さったので、

申込期間が短いなか、推薦書を作って申し込みました。その時に先生の経歴を見返して、

改めて山梨における医療への功績の大きさに気付いた次第です。

山梨ホスピス協会を初期から率いて、山梨県立中央病院へのホスピス設置を後押しした

ことは皆様よくご存知ですが、緩和ケアに関する啓もう普及活動だけでなく、山梨県の看

護師教育にも尽力され、山梨県医療に確保たる地歩を築きあげました。さらに、90歳を超

える今年になって、様々な名誉職を傍 らに置いて、一医師として診療するという原点に戻

るという姿勢には頭が下がります。

横山先生が、このようなぴったりの表彰を受けられるのはうれしい限りです。改めまし

てこの言葉を贈 ります。

「山上の光賞を受賞され、本当におめでとうございます。」
(文・阿部文明)

◆ お 知 ら せ◆

第 27回通常総会を下記のとおり行います。

お忙しいとは存じますがご出席いただけますようお願いします。

ひ :=Fi,

――「ホスピス運動」は充実した生を考える機会を与えるとともに、

社会の一員としての自分の人生を積極的に捉え直し、

生を最期まで自分で選択しようとする運動だと私は思います

会報 「メメント・モリ」第 1号、1992年 の巻頭言である。1992年 (平成 4年 )

6月 13日 、前身の山梨ホスピス研究会が発足して以来、今日まで 27年 にわたって

山梨ホスピス協会の活動を続けてくることができ、感謝である。
この間、多くの志を同じとする方々と協力して、共に学びつつ、緩和ケア病棟設

置実現に向けた行動等を起こし、実現 してくることができた。運動を継続くること

ができた私たちは、何か目に見えない大きな力に導かれて、ここまで来 られたよう

な気がする。

始めたころ、まだ若かった私たち自身も高齢の域に達して、この運動をどう継続し、

| バットンタッチするかを問われ、決断しようとしている。皆様方のご協力に感謝し

つつ、もう少しだけお力添えをお願いする次第である。 (岩間孝吉・記)

編
焦
・後
団

日 時

場 所

2019年 6月 30日 (日 )午 後 13時 30分

山梨県立中央病院 2階 多目的ホール


